
令和５年度 第３回 

県南西部保健医療圏保健医療対策協議会 議事概要 

 

                   日時：令和５年９月１４日（木）15:00～16:30 

                   場所：岡山県備中県民局会議棟第 1・2・3会議室 

 

 

【挨拶 備中保健所長】 

・本日は、大変ご多用のところ、ご出席をたまわりまして、誠にありがとうございます。 

また委員の皆さま方には、平素から岡山県の保健医療行政について多大にご協力、そして

ご尽力を賜り厚くお礼を申し上げる。 

・保健医療対策協議会は、岡山県の第９次保健医療計画における県南西部圏域地域保健医療

計画を策定するための協議会ということで、本年の６月と８月に２回開催をさせていただ

いており、委員の皆さまから、ご意見を賜り、本日のこの案に盛り込んできたところであ

る。本日はこの案をもとに皆さまから、ご意見をいただき、それを今後岡山県の第９次保

健医療計画の中の地域保健医療計画として盛り込んでいきたい。 

 

【議事】 第９次県南西部保健医療圏地域保健医療計画（素案）について 

 

 

〔質疑・意見等〕 

事務局 

 

・第２回協議会を受けての修正点及び新たに追加した項目について、事

務局から説明をおこなった。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

・周産期医療の施策の方向について、書き方に違和感がある。計画その

ものは県のものであり、それに向かって、市町や医療機関が協力してい

くということになるのだと思っている。しかし、施策の方向では、「市町

の体制づくりを支援します。」と記載されている。市町の行政だけでは、

当然周産期医療はできないので、「市町や医療機関と連携し、地域で安心

して妊娠・出産ができる体制づくりを進めます。」というような表現がよ

いのではないか。 

・また、現状と課題について、市町で取組が立派に行われているような 

表現になっているが、これから頑張らないといけないところなので、さ 

ほど取組が行われている状況ではないと思っている。この記述が必要か 

どうか検討していただきたい。 

 

・県としては、市町の取組は尊重したいという思いがある。しかし、実

際にできることには限界があり、一緒に力を合わせて取り組んでいく必



 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

要があると認識している。現状と課題については、書きぶりを再度検討

したい。施策の方向についても、分娩取扱機関の集約化の動きがあるな

かで、どう整理していくのかという観点で、市町でも考えてくださって

いるということを踏まえて、現在の表現としている。県南西部だけの話

ではなく、全県の話であると思うので、その点も踏まえて表現を検討さ

せていただく。 

 

・発達障害について、診断はどの地域でも難しい。1 歳半や３歳の検診

を集団で実施している市もある。その理由は、集団に馴染めない子を観

察して、その後、保健師がその子の経過観察をするという流れがあるか

らである。そのため、診断までには時間を要する。「相談しやすい環境づ

くりが必要」というのは分かるが、現在の「体制は脆弱である」という

表現は失礼ではないかと思う。 

 

・特別支援学級といった福祉サービスを受けるためには診断が必要であ

り、そこに時間がかかっているというのは全県の課題であるため、この

ような記載をしている。ただ、表現には違和感があるかもしれないので、

検討させていただく。 

 

・感染症対策の現状と課題について、「高齢者施設等では集団感染が発

生しやすく」と、高齢者だけについて記載されているが、いま集団感染

を起こしているのは、子どもたちが多いため、それに対して学校の先生

が予防対策の教育をすることが非常に大切であると思う。高齢者施設で

は職員の教育がある程度なされているが、学校現場の先生が教育を受け

られているのかについては疑問がある。学校現場の先生が子どもに適切

な指導をできるように、教育について記載していただきたい。 

 

・コロナ渦において、高齢者がハイリスクであったことからこのような

記載となっている。学校等での感染防止対策というのは、教育委員会主

導で行われており、我々も相談を受ければ答えるようにしているが、教

育委員会でも一定の基準をもって対策を講じているので、こちらから踏

み込んでいくのは難しい。お互いの立場を尊重しながら、協力関係のな

かで対策を進めていく必要があると思っている。文言については、検討

させていただく。 

 

・医師会や学校医には、教育委員会、校長、養護教諭から頻繁に連絡が

あり、学級閉鎖等について相談が来ており、教育委員会と県が別組織だ

と言われても困るので、記載していただき、みんなで対策ができるよう



 

 

 

事務局 

にすることが大切だと思う。 

 

・学校保健法のなかでは、学校医が規定されていて、そのなかで医師会

の先生方の契約で実施されている。地域保健と学校保健の関係をどう整

理するのかは、検討させていただきたい。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           


